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令
和
８
年
１
年

日
（
金
） 

16

高
遠
町
総
合
支
所　

会
議
室 

    

◆
伊
那
市
消
防
団　

東
部
方
面
隊
の
再
編
に
つ

い
て 

 

少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減
少
に
よ
り
全
国
的

に
消
防
団
の
団
員
不
足
が
慢
性
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
伊
那
市
消
防
団
で
も
新
規
入

団
者
が
減
少
し
、
団
員
の
平
均
年
齢
が
上
昇
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

し
た
団
員
数
を
確
保
す
る
た
め
に
適
正
な
定

数
と
組
織
の
広
域
化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

現
在
の
消
防
団
は
、
条
例
定
数

人
、

915

11

分
団

部
、
３
方
面
隊
、
ま
た
機
能
分
団
と
し

31

て
消
防
音
楽
隊
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員

数
は
、
平
成

年
は

人
に
対
し
、
令
和
７

29

951

年
は

人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
定
数
の

776

見
直
し
で
は
、
各
分
団
長
や
部
長
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
か
ら
必
要
団
員
数
を
算
定
し
全
体
の
総

数

人
か
ら

人
と
し
ま
す
。 

915

847

東
部
方
面
隊
の
再
編
案
は
、
３
分
団
の
う
ち 

第
１
分
団
と
第
２
分
団
を
統
合
し
、
現
在
４
つ

の
部
を
３
部

班
に
再
編
、
ま
た
第
３
分
団

10

で
は
、
現
在
３
つ
の
部
を
２
部
８
班
に
再
編
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

再
編
に
よ
る
機
関
配
備
の
見
直
し
で
は
、
積

載
車
、
軽
積
載
車
が
各
１
台
、
可
搬
ポ
ン
プ
車

が
２
台
、
詰
所
・
車
庫
の
３
棟
が
そ
れ
ぞ
れ
減

る
見
通
し
で
す
。 

委
員
か
ら
は
、
廃
止
す
る
施
設
の
地
区
や
出

動
体
制
等
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
具
体

的
な
回
答
を
求
め
る
質
問
が
出
さ
れ
、
担
当
課

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
今
後
は
子
ど

も
た
ち
に
消
防
団
活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
活

動
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。 

          

◆
第

回
（
令
和
８
年
度
）
伊
澤
修
二
記
念
音

４０

楽
祭
に
つ
い
て 

 

令
和
８
年
度
の
音
楽
祭
開
催
日
は

月
１０

１７

日
（
土
）
で
す
。 

　

こ
れ
ま
で
と
の
変
更
点
は
、
音
楽
祭
自
体
を

３
部
構
成
と
し
、
第
１
部
を
高
遠
町
文
化
体
育

館
、
第
２
部
を
県
伊
那
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
、

第
３
部
は
県
伊
那
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
第
１
部
を
高
遠
町
地
区
の
小
・
中
・
高
校

生
の
発
表
に
長
谷
中
学
校
の
発
表
を
加
え
て

東
部
地
区
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
、
９
時

分
か

１５

ら

時

分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

１１

４５

　

第
２
部
は
、
新
た
に
追
加
と
な
る
ス
テ
ー
ジ

で
、
伊
那
地
区
の
小
学
校
の
合
唱
ク
ラ
ブ
や
金

管
バ
ン
ド
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部
、

高
校
の
合
唱
部
の
発
表
の
場
と
し
て
、
開
演
が

時

分
、
終
演
は

時

分
で
す
。 

１２

１０

１３

５０

　

第
３
部
は
、
東
京
藝
術
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
と
市
内
中
学
生
と
の
共
演
ス
テ
ー
ジ
を 

計
画
し
て
い
ま
す
。「
伊
那
市
の
歌
」
を
高
遠
中

学
校
生
徒
と
伊
那
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ク
ラ
ブ
の
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
が
共
演
す
る
ほ
か
、

「
大
地
讃
頌
」
を
高
遠
中
学
校
生
徒
と
共
演
し
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ま
す
。
ま
た
、
市
内
中
学
校
合
同
合
唱
部
と
の
共
演

と
伊
那
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ブ
と
の
共
演

の
２
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
新
た
に
追
加
し
ま
す
。
開
演

は
、

時

分
で
終
演
は

時

分
を
予
定
し
て

１４

３０

１６

３０

い
ま
す
。 

　

名
称
は
「
伊
澤
修
二
記
念
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
東
京
藝
大
と
子
ど
も
た
ち
が
紡
ぐ
一
日
～
」
と
し
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
実
行
委

員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。　

 

伊
澤
修
二
先
生
の
功
績
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を

願
い
、
副
題
と
し
て
「
東
京
藝
大
」
の
名
称
を
使
用
し

て
い
ま
す
。 

　

委
員
か
ら
は
、
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
担
当
課
が
回
答

し
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
地
域
協
議
会
で
協
議
し
、

出
さ
れ
た
意
見
が
概
ね
反
映
さ
れ
た
内
容
だ
っ
た
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

    

◆
高
遠
城
址
公
園
南

曲
輪
発
掘
調
査
に
つ
い
て 

み
な
み
く
る

わ

 

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年

月
か
ら

月
ま

10

12

で
高
遠
城
跡
の
南
曲
輪
に
お
い
て
発
掘
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
伊
那
市
で
は
、
国
史
跡
高
遠
城
跡
の
歴
史

や
文
化
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
、
江
戸
時
代
末
期
の
城

の
姿
を
目
指
し
て
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
の
調
査
も
そ
の
一
環
で
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た

絵
図
を
も
と
に
庭
園
の
遺
構
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
い
ま
し
た
。 

絵
図
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
南
曲
輪
は
、

曲
輪
全
体
が
大
き
な
庭
園
で
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
池
や

滝
、
茶
室
な
ど
が
あ
り
散
策
し
な
が
ら
季
節
の
花
や

風
景
を
楽
し
め
る
空
間
と
な
っ
て
い
た
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
調
査
で
、
ほ
ぼ
絵
図
に
描
か
れ
た
と
お
り

に
池
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、

月
12

13

日
に
行
っ
た
現
地
説
明
会
で
は
、
多
く
の
方
に
調
査

結
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

城
の
中
に
あ
る
一
つ
の
曲
輪
を
ま
る
ご
と
庭
園
に

し
て
い
る
例
は
珍
し
く
、
県
内
で
も
唯
一
の
貴
重
な

事
例
で
す
の
で
高
遠
城
の
特
徴
と
し
て
、
引
き
続
き

調
査
を
行
い
復
元
整
備
の
可
能
性
を
含
め
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

委
員
か
ら
は
、
発
掘
調
査
の
作
業
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
担
当
課
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◆
二
十
歳
の
つ
ど
い
に
つ
い
て 

 

伊
那
市
で
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を
平
成

年
21

度
か
ら
公
民
館
単
位
の

地
区
９
会
場
で
開
催
し

10

て
き
ま
し
た
が
、
中
学
校
時
代
の
友
人
や
恩
師
と
の

再
会
を
望
む
声
や
議
会
一
般
質
問
で
の
提
案
を
い
た

だ
く
中
で
、
令
和
８
年
度
か
ら
中
学
校
単
位
で
の
開

催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

大
き
く
変
更
と
な
る
の
は
、
伊
那
地
区
で
令
和
８

年
度
か
ら
は
中
学
校
単
位
で
「
い
な
っ
せ
」
会
場
に

８
月

日
と

日
の
両
日
に
４
回
に
分
け
て
開
催

14

15

す
る
予
定
で
す
。
高
遠
町
地
区
と
長
谷
地
区
は
こ
れ

ま
で
も
中
学
校
単
位
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

開
催
日
や
会
場
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
開
催
方
法
は
こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
を
組

織
す
る
な
ど
地
域
の
方 

の
ご
協
力
で
開
催
し
て 

き
ま
し
た
が
、
今
後
は 

伊
那
市
が
主
催
す
る
方 

針
に
変
え
て
い
き
ま
す
。 

   ◆
高
遠
町
交
通
安
全
協
会
の
今
後
に
つ
い
て
の
質
問 

 

高
遠
町
交
通
安
全
協
会
の
中
央
支
部
と
藤
澤
支
部

が
脱
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
高
遠
町
全
体
の
交

通
安
全
協
会
は
区
長
が
各
支
部
の
支
部
長
を
兼
ね
る

こ
と
で
組
織
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
聞
き

■
委
員
提
案
に
つ
い
て
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ま
し
た
。
組
織
の
今
後
の
運
営
方
法
等
の
詳
細
に
つ

い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
事
務
局
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

高
遠
町
安
協
は
、
中
央
（
高
遠
）
、
長
藤
、
三
義
、

藤
澤
、
河
南
の
５
支
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
央
支
部
と
藤
澤
支
部
で
は
、
役
員
の
な
り
手
不
足

か
ら
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
安
協
か
ら
脱
退
し
ま
す
。

し
か
し
残
る
支
部
で
高
遠
町
安
協
を
存
続
す
る
の
は

困
難
で
す
の
で
、
高
遠
町
安
協
会
長
か
ら
今
後
の
組

織
の
あ
り
方
を
区
長
会
に
相
談
し
た
旨
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
区
長
会
で
協
議
を
行
い
、
高
遠
町
安

協
は
組
織
と
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
で
結
論
が
ま

と
ま
り
、
高
遠
町
安
協
が
作
成
す
る
新
し
い
組
織
体

制
の
素
案
を
も
と
に
今
後
の
新
し
い
組
織
体
制
を
固

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

従
来
の
高
遠
町
安
協
は
、
各
町
内
会
や
常
会
な
ど

か
ら
役
員
を
出
し
、
各
支
部
単
位
で
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
高
遠
町
地
区
区
長
会
が
伊

那
市
安
協
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
組
織
を
運
営
し
て

い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
今
後
は
、
各
地
区
で
も
役
員
の
な
り
手
不
足

が
深
刻
化
し
、
組
織
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
伊
那
市
安
協
を
脱
退
す
る
と
活

動
に
必
要
な
資
機
材
な
ど
の
配
布
が
受
け
ら
れ
ず
、

活
動
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

区
長
会
で
は
、
高
遠
町
安
協
を
存
続
し
て
従
来
ど

お
り
伊
那
市
安
協
の
組
織
に
属
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
近
日
中
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

　

委
員
か
ら
は
、
高
遠
町
安
協
の
意
見
と
区
長
会
の

意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

　

事
務
局
か
ら
は
、
高
遠
町
安
協
か
ら
新
し
い
組
織

等
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、
さ
ら
に
区
長
会
で
の
協

議
を
重
ね
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
協
議
会
で
も
協

議
を
お
願
い
す
る
必
要
も
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

  

 
令
和
８
年
３
月

日
（
木
） 

１２

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
す
そ 

    

◆
路
線
バ
ス
の
運
行
路
線
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 　

高
遠
地
区
内
を
走
る
藤
沢
線
と
長
谷
線
の
２
路
線

に
つ
い
て
路
線
変
更
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

藤
沢
線
は
、
現
在
さ
く
ら
の
湯
を
経
由
す
る
路
線

で
す
が
、
さ
く
ら
の
湯
は
午
前
中
の
営
業
を
行
っ
て

お
ら
ず
、
午
前
営
業
の
再
開
見
込
み
も
な
い
た
め
午

前
中
は
さ
く
ら
の
湯
を
経
由
し
な
い
路
線
に
変
更
と

な
り
ま
す
。 

　

長
谷
線
は
、
相
生
、
小
原
下
を
経
由
せ
ず
、
高
遠
高

校
前
の
バ
ス
停
か
ら
直
進
し
て
、「
食
彩
館
い
ろ
は
堂

薬
局
前
」
へ
向
か
う
ル
ー
ト
変
更
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　

 

相
生
、
小
原
下
に
は
「
高
遠
小
学
校
入
り
口
」
と

「
伊
那
小
原
」
の
２
つ
の
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
が
、

乗
降
者
が
お
ら
ず
、
す
ぐ
近
く
に
次
の
バ
ス
停
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
こ
の
区
間
は
幅
員
の
狭
い
通
学
路
で

あ
り
、
冬
季
に
は
積
雪
や
凍
結
な
ど
で
通
行
で
き
な

い
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

見
直
し
を
行
い
変
更
と
な
り
ま
し
た
。 

　

委
員
か
ら
は
、
ル
ー
ト
変
更
に 

よ
る
時
刻
表
に
つ
い
て
の
質
問
や 

藤
沢
線
で
は
、
高
遠
町
総
合
支
所 

を
経
由
す
る
案
等
が
出
さ
れ
、
担 

当
課
で
回
答
し
ま
し
た
。 

   

◆
高
遠
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

 　

伊
那
市
か
ら
高
遠
町
老
人
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
の
説

明
に
対
し
、
長
藤
地
区
の
様
々
な
活
動
の
場
で
あ
る

高
遠
町
老
人
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
は
反
対
で
あ
り
、

第
５
回
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域
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廃
止
の
理
由
が
老
朽
化
で
あ
れ
ば
修
繕
や
新
築
な
ど

を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　

担
当
課
か
ら
は
、
市
の
施
設
管
理
や
老
人
セ
ン
タ

ー
の
建
物
自
体
の
現
状
、
代
替
え
施
設
と
し
て
高
齢

者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

　

委
員
か
ら
は
、
改
修
の
可
能
性
や
今
後
の
長
藤
地

区
の
集
会
施
設
に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

　

高
遠
町
老
人
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
や
今
後
の
集
会
施

設
に
つ
い
て
は
、
長
藤
区
の
皆
さ
ん
と
充
分
に
話
し

合
い
を
し
た
う
え
で
検
討
し
、
方
向
付
け
し
て
い
き

ま
す
。 

     

◆
高
遠
城
址
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
の
概
要
に
つ
い
て 

 　

令
和
８
年
度
の
高
遠
城
址
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
の

日
程
や
イ
ベ
ン
ト
、
交
通
対
策
、
入
園
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
入
園
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
最
盛
期
の
土
日

の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
特
定
日
を
設
定
し
て
特
定

日
は
、
個
人
大
人
の
入
園
料
を
千
円
と
す
る
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

　

委
員
か
ら
は
、
特
定
日
の
設
定
に
つ
い
て
質
問
が 

出
さ
れ
、
担
当
課
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

◆
伊
那
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
達
成
状
況
に

つ
い
て 

 　

こ
の
計
画
は
、
人
口
推
移
の
目
標
を
設
定
し
、
そ

の
達
成
状
況
を
地
域
協
議
会
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。　
　

 

高
遠
町
及
び
長
谷
地
域
に
お
い
て
は
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
事
業
を
実
施
し
、
高
遠
町
地
区
の
目

標
は
、
令
和
７
年
度
末
で
４
千

人
以
上
を
確
保
し

810

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。 

令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
の
人
口
と
令
和
７
年
４

月
１
日
時
点
の
人
口
で
増
減
率
を
出
し
年
度
末
の
達

成
状
況
を
出
し
ま
す
。 

　

高
遠
町
地
区
の
人
口
は
減
少
し
て
い
る
た
め
、
計

算
し
た
減
少
率
で
推
移
し
た
場
合
、
令
和
７
年
度
末

の
人
口
は
４
千

人
と
な
り
、
目
標
が
達
成
で
き
な

723

い
見
込
み
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
末
に
は
、

特
化
型
や
ま
保
育
に
認
定
さ
れ
て
い
る
高
遠
第
２
・

３
保
育
園
の
新
園
舎
が
完
成
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

世
代
の
移
住
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
計
画
に
基
づ
い
た
過
疎
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

　

委
員
か
ら
は
、
移
住
希
望
者
に
対
す
る
事
業
に
つ

い
て
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
塩
供
コ
ン
テ
ナ
ト
イ
レ
設
置
の
進
捗
状
況
及
び
今

後
の
予
定
に
つ
い
て 

 　

以
前
に
説
明
を
行
っ
た
コ
ン
テ
ナ
ト
イ
レ
の
設
置

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

３
月

日
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、
共
用
開
始
と

２４

な
り
ま
す
。
既
存
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、
３
月

日
以

２４

降
閉
鎖
し
、
令
和
８
年
度
に
解
体
撤
去
す
る
予
定
で

す
。 
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地
域
協
議
会
へ
の
意
見
や
希
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
協
議
会
委
員
ま
た
は
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

地
域
協
議
会
の
議
事
録
は
、
伊
那
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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■
編
集
発
行　

高
遠
町
地
域
協
議
会
事
務
局 

（
伊
那
市
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
内
） 
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